思考言語分野(II 研究所の概要) by 松沢, 哲郎 et al.
Title思考言語分野(II 研究所の概要)
Author(s)松沢, 哲郎; 友永, 雅己; 田中, 正之


















松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中革之 ･明和政子 3)･松林清明 ･後藤俊二1)
鈴木樹理1)･道家千聡 ･熊崎清則 ･前田典彦 ･加藤朗野1)･南雲純治4)
チンパンジーの新生児3個体とその母親を対象に､チンパンジーの認知発通の研究を総
合的におこなった｡これらは､以下の研究者との共同研究である｡川合伸幸5)､平田 聡 6)､
クローデイア=.)ゥザ 6)､大橋 岳 6)､藤田志歩 6)､上野有理 6)､中島野恵 7)､水野友布 2)､
落合知美 8).･小嶋群三 4)､中相克樹 4)､泉 明宏 5)､井上徳子 4)､平井啓久 1)､上野曽- 1)､
三輪宣勝 1)､横田 穣 9)､茶谷 煎 3)､西村 剛 6)､三上章允 10)､清水慶子 1)､藤田和生､
板倉昭二､石川 悟､桑畑裕子､村井千寿子､橋弼和秀､林 .美里 (以上､京都大)､大技
玲子､多賀厳太郎､立花達史 (以上､束京大)､伊村知子 (関学大)､大野初江 (お茶女大)､
岡本早苗 (名古屋大)､小西行郎 (埼玉医大)､高谷理恵子 (福島大)､竹下秀子 (滋‡‡県大)､
山口真美 (中央大)､金沢 創 (三菱生命研)､セリーヌ=デュボス (リエージュ大)0
C)チンパンジーの認知 ･言語機能の比較認知科学的研究






































弼和秀､石川 悟､桑畑裕子､木桝 嚢子､川上清文 (塾L女子大)､山口真美､金沢 創､脇 知子､寺
揮直子｡
D研究成果の情報公開に関する研究






知学習分野 5)COE非常勤研究員 6)大学院生 7)研究生 8)教務補佐月 9)形態進化分野







































































































4)桑畑裕子 ･藤田和生 ･石川悟 ･友永雅己 ･松沢哲郎 (2001)マカクの乳児における顔図形の.

























部科学省科学研究㌍補助金特定閉域研究 (A)｢心の発達 :認知的成長の機構｣平成 12年度
研究成果報告むpp.89･97.
22)友永雅己 ･田中正之 ･明和政子 ･松沢哲郎 (201)チンパンジー乳児の認知発達.文部科学
省科学研究班補助金特定領域研究 (A)｢心の発達 :認知的成長の機構｣平成 12年度研究成
果報告i!jtPp.49-57.
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認知学習分野
小嶋辞三 ･正高信男 ･中村克樹 ･南雲純治 り
<研究概要>
冬)霊長類の聴覚と音声に関する研究
小嶋碑三
1頭のチンパンジーで､聴覚見本刺激と視覚テスト刺激による異種感覚間見本あわや課題に
より､両感覚間の統合過程を検討している｡とくにオノマトペを利用したモノの名称の理解を引
き続き調べている｡また､1預のチンパンジーの音声の初期発達を調べ､加えて母子間の音声的
な交互作用を検討している｡これまでのチンパンジーの聴覚と音声の研究を､ヒトやニホンザル
と比較しつつ､総括的に取りまとめている｡
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